
　

日
本
赤
十
字
社
の
前
身
で
あ
る
博

愛
社
が
創
設
さ
れ
て
、
今
年
で
１
４
０

年
で
す
。

　

佐
野
常
民
は
、
幕
末
に
佐
賀
藩
の

代
表
と
し
て
パ
リ
万
博
に
行
っ
た
際

に
、
赤
十
字
を
紹
介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

を
見
て
、
そ
の
考
え
方
に
感
銘
を
受
け

た
よ
う
で
す
。

日本赤十字社
佐賀県支部　事務局長

船津　定見さん
ふな つ さだ み
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博
愛
社
創
設
か
ら
１
４
０
年

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
ま
で
は
戦
時
救
護
が
中
心
で
し

た
が
、
戦
後
は
災
害
で
の
支
援
活
動

が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
で
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
や
自
治
体

か
ら
補
助
金
等
を
受
け
取
る
こ
と
な

く
、
独
立
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、
８
７
０

万
人
の
個
人
会
員
と
、
11

万
人
の
法

人
会
員
で
す
。
佐
賀
県
支
部
の
組
織

と
し
て
は
、
支
部
、
唐
津
赤
十
字
病

院
、
血
液
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
い
る
支
部
で
は
、
普
段

は
、
一
次
救
命
処
置
、
水
難
救
助
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

講
習
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
の
支

援
を
は
じ
め
講
習
事
業
な
ど
、
日
本

赤
十
字
社
の
活
動
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
支
え
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　

市
報
さ
が
で
は
、
幕
末
維
新
期
を

中
心
に
活
躍
し
た
「
佐
賀
市
が
輩
出

し
た
偉
人
た
ち
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
本
赤
十
字
社
佐
賀
県

支
部
事
務
局
長
の
船
津
定
見
さ
ん

に
赤
十
字
の
仕
事
や
佐
野
常
民
に
つ

い
て
伺
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手　

池
田
剛
）

ふ
な

つ

さ
だ

み

さ

の

つ
ね

た
み

さ

の

つ
ね

た
み

い
け

だ

つ
よ
し

　

そ
の
後
、
明
治
10

年
に
西
南
戦
争

が
起
こ
っ
た
時
、
パ
リ
で
見
た
「
敵
味

方
な
く
人
を
救
う
赤
十
字
の
精
神
」

を
思
い
起
こ
し
、
博
愛
社
設
立
を
訴

え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
敵
の
傷
病
者
ま
で
救
護

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
か
な
か
政
府
の

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
佐
野
の
熱
意
と
現
地
熊
本
で
征

討
総
督
で
あ
っ
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王
に
直
接
願
い
出
た
こ
と
で
、
明
治
10

年
５
月
に
「
博
愛
社
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
ち
な
み
、
日
本
赤
十
字

社
で
は
５
月
１
日
を
創
立
記
念
日
と

し
て
い
ま
す
。

佐
野
常
民
は
多
才
な
人
物

あ
り

す

が
わ
の

み
や

た
る

ひ
と

し
ん

の
う

は
く

あ
い

し
ゃ

　

昨
年
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
全

国
の
支
部
や
病
院
か
ら
２
，
０
０
０
人

近
い
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
支
援
要
員
が

熊
本
に
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内
か
ら
も

約
60

人
の
医
師
や
看
護
師
等
が
救
護

班
と
し
て
現
地
で
活
動
し
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
の

日
常
の
仕
事

念
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
元
佐
賀
を
大
切
に
し
た
こ
と
で

と
て
も
慕
わ
れ
た
佐
野
の
生
誕
地
記

念
碑
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

企
画
・
編
集

本
庁　

企
画
調
整
部

明
治
維
新
１
５
０
年
事
業

推
進
室

☎
40
・
７
０
０
８

　

kikakuseisaku@
city.saga.lg.jp
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１
４
０
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー

▲

し
も

む
ら

こ
う

ど
う

か
ん

な
べ

し
ま

な
お

ま
さ

せ
い

れ
ん

か
た

生
誕
地
記
念
碑

生
誕
地
記
念
碑

生
誕
地
記
念
碑

　

佐
野
常
民
は
下
村
家
に
生
ま
れ
、

そ
の
後
藩
医
の
佐
野
家
に
養
子
に
入

り
ま
し
た
。

　

佐
野
は
、
弘
道
館
（
佐
賀
藩
の
藩

校
）で
成
績
優
秀
で
、
32

歳
で
医
者
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
才
能
は
医
学
に

留
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
佐
賀
藩
十

代
藩
主
の
鍋
島
直
正
か
ら
佐
賀
藩
の

理
化
学
研
究
所
で
あ
る
「
精
煉
方
」
の

責
任
者
や
三
重
津
海
軍
所
の
監
督
に

任
命
さ
れ
た
り
、
日
本
美
術
協
会
の

設
立
を
行
っ
た
り
と
、
活
躍
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。　

　

川
副
町
が
佐
野
の
顕
彰
の
た
め

に
、
平
成
16

年
に
「
佐
野
常
民
記
念

館
」
を
建
設
し
た
こ
と
は
市
民
の
皆

さ
ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
正
15

年
に
日
本
赤
十

字
社
創
立
50

周
年
に
あ
わ
せ
て
、
生

家
で
あ
る
下
村
家
跡
に
「
生
誕
地
記

〈予告〉

　１１月１９日（日）は志賀神社で早都栄祭り開催。
はや つ え

　佐賀市出身の女優中越典子さんには、佐賀市プロモーション大使とし
て、いろいろな場で佐賀市のＰＲをしていただいています。

佐賀市は
☆幕末維新期に日本の近代化をリードしていた偉人たちを多数輩出
☆株式会社野村総合研究所が発表した「成長可能性都市ランキング」で、
　「都市の暮らしやすさ」全国第１位、「子育てしながら働ける環境がある」
　全国第３位

…など魅力あふれるまちです。
　今年５月に第１子を出産され、東京で子育て奮闘中の中越さんに、ふる
さと佐賀市の魅力についてお話しいただきます。

２０１７佐賀インターナショナルバルーンフェスタ会場
憩いの広場内イベントステージ

幕末維新ウルトラクイズ

　バルーンフェスタ期間中は、バルーンさが
駅からすぐの肥前さが幕末維新博覧会ＰＲ
ブースにもお立ち寄りください。

本庁　秘書課　シティプロモーション室
☎40・7037　FAX24・3463

問い合わせ

問い合わせ

肥前さが幕末維新博推進協議会　☎25・7504　FAX25・7392問い合わせ

佐賀市プロモーション大使　女優 中越 典子さん佐賀市プロモーション大使　女優 中越 典子さん

明治維新１５０年　佐賀の魅力を大いに語る明治維新１５０年　佐賀の魅力を大いに語る

なか ごし のり こ

日時

場所

１１月４日（土）　１２時１５分～

バルーンフェスタ会場で
肥前さが幕末維新博覧会プレイベント開催！
バルーンフェスタ会場で
肥前さが幕末維新博覧会プレイベント開催！

　幕末維新期に活躍した佐賀の偉人による○×歴史クイズ大会です。
　最後に残った人は佐賀牛３万円分がもらえます！
※詳しくは肥前さが幕末維新博覧会ホームページでお知らせします。  

日時 場所１１月３日（金・祝）、４日（土）　１３時～ バルーン広場　大型ビジョン前

さが三重津祭２０１７
～肥前さが幕末維新博覧会プレイベント～
さが三重津祭２０１７
～肥前さが幕末維新博覧会プレイベント～

■主な内容（予定）

・幕末･維新　佐賀の八賢人
　おもてなし隊による歴史寸劇等
・佐賀大学まちおこしグループ「さがのわ」
　によるパフォーマンス
・科学技術体験
・反射炉クイズ
・バルーン係留体験
・軽トラック市　など

▲佐賀市プロモーション大使の
　はなわさんによる
　トーク＆ライブを開催。

韮山反射炉
ＰＲキャラクター
てつざえもん

▲鍋島直正、佐野常民、大木喬任が三重津海軍所
跡に集結し、「佐賀の歴史と誇り」を伝えます！

三重津海軍所跡、
佐野常民記念館

場所

日時１１月１２日（日）　９時～１６時　
※バルーン係留体験の受付開始は
　６時３０分。体験は７時開始。
※天候により中止の場合あり。

世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」
の構成資産が所在する県や市からＰＲキャラ
クターが応援に駆けつけます！

▲

参加
無料

み
え
つ
犬

ド
ッ
グ

なべしまなおまさ さ の つねたみ おお き たか とう

本庁　三重津世界遺産課　活用係　☎40･7105　FAX40･7382　　sekaiisan@city.saga.lg. jp

#697

10市報さが 平成29年11月１日号11 市報さが 平成29年11月１日号



12市報さが 平成29年11月１日号13 市報さが 平成29年11月１日号

市
長
交
際
費
・
市
交
際
費
の

執
行
状
況

支出種別 件数 支出額 備 考

会 費 6 31,000円 意見交換会参加費など

合 計 6 31,000円

市長交際費

市交際費

支出種別 件数 支出額 備 考

弔 慰 2 22,440円 市政関係者初盆供物代など

報奨金 1 20,000円 サガン鳥栖U-15の優勝報告時の報奨金

会 費 7 27,000円
姉妹都市連雲港市歓迎夕食会参加負担金
など

合 計 10 69,440円

問
い
合
わ
せ

本
庁

秘
書
課

秘
書
係

☎
40
･
７
０
２
０

℻
24
･
３
４
６
３

位

h
ish
o
@
c
ity
.sa
g
a
.lg
.jp

■
公
開
場
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
︵
本
庁
２
階
︶
・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
﹁
市
長
の
部
屋
﹂
↓

﹁
交
際
費
公
開
﹂
︶

第
２
四
半
期
︵
７
月
～
９
月
)

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
顔
写
真

無
料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

■
必
要
な
も
の

免
許
証
ま
た
は
保
険
証
等
の
本
人
確
認

書
類

■
注
意
点

・
申
請
者
本
人
の
来
庁
が
必
要
で
す
︒

・
受
け
取
り
の
た
め
︑
後
日
来
庁
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

・
写
真
店
等
で
撮
影
し
た
写
真
を
使
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒
︵
最
近
６
カ
月

以
内
の
も
の
︶

問
い
合
わ
せ

本
庁

市
民
生
活
課

住
基
整
備
係

☎
40
･
７
０
８
３

℻
28
･
９
１
８
８

位

sh
im
in
@
c
ity
.sa
g
a
.lg
.jp

受付場所 受付日時

本 庁
平日８時30分〜17時（火曜は19時まで)
日曜９時〜12時、13時〜16時
※第３土曜に続く日曜は除く。

諸富支所 11月14日㈫

10時〜16時

大和支所 17日㈮

富士支所 21日㈫

三瀬支所 24日㈮

川副支所 28日㈫

東与賀支所 12月１日㈮

久保田支所 ５日㈫

「
財
政
健
全
化
法
」
に
基
づ
き
一
般
会
計
等
の

各
会
計
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
指
標
を
算
定
し

た
結
果
、
全
て
の
会
計
で
基
準
値
を
下
回
り
ま

し
た
。

本
庁　

財
政
課

☎
40
・
７
０
４
１　
　

26
・
５
６
６
３

　

za
ise
i@
c
ity
.sa
g
a
.lg
.jp

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
佐
賀
市
の
財
政
は
健
全
で
し
た

問
い
合
わ
せ

■健全化判断比率と資金不足比率

指標 早期健全
化基準※

参考佐賀市の財政状況

財政再生
基準

説明
算定結果

（ ）は前年度

実質赤字比率

一般会計等における標準的な
収入規模に対する赤字額の割
合

連結実質赤字比率

全ての会計（一般･特別･公営
企業）の収支を合計した場合
の標準的な収入規模に対する
赤字額の割合

実質公債費比率

一般会計等における標準的な
収入規模に対する借金返済額
の割合

将来負担比率

一般会計等における標準的な
収入規模に対する将来負担す
べき実質的な負債残高の割合

資金不足比率

各公営企業会計における事業
規模に対する資金不足額の割
合

黒字のため該当なし。

国民健康保険特別会計で実
質収支（資金収支）が赤字と
なったが、他の会計が黒字の
ため該当なし。

早期健全化基準を大幅に下
回った。

基金や今後交付される地方
交付税等の額が、将来負担
すべき負債残高の額を上
回ったため、該当なし。

各会計（自動車運送、水道、
工業用水道、下水道、富士大
和温泉病院）において、資金
不足なし。

11.25

（単位：％）

―
（―）

―
（―）

2.6
（3.4）

―
（―）

―
（―）

16.25

25.0

350.0

20.0

20.0

30.0

35.0

℻

※資金不足比率については、経営健全化基準

■
受
付
場
所
・
日
時

田た

中な
か

満
利

み
つ
と
し

西に
し

國く
に

俊と
し

光み
つ

野の

豊と
よ

美み

○
地
域
の
街
頭
見
守
り
活
動
を

実
践
さ
れ
︑
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒

甲か

斐い

諭
さ
と
し

○
地
域
の
河
川
等
の
清
掃
活
動

を
実
践
さ
れ
︑
環
境
美
化
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒

鬼
塚

お
に
づ
か

進
す
す
む

︻
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
︼

○
平
成
29
年
度
全
国
中
学
校
体

育
大
会
第
47
回
全
国
中
学
校

剣
道
大
会
女
子
団
体
に
お
い

て
優
勝
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
︒

佐
賀
市
立
大
和
中
学
校

女
子
剣
道
部

特

別

賞

表

彰

※
順
不
同
・
敬
称
略

︻
産
業
︼

○
佐
賀
市
北
商
工
会
等
の
要
職

を
務
め
︑
本
市
の
産
業
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
︒

犬
塚

い
ぬ
つ
か

弘
幸

ひ
ろ
ゆ
き

野の

方が
た

嘉よ
し

孝た
か

野の

田だ

豊と
よ

秋あ
き

︻
福
祉
︼

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒

𠮷
浦

よ
し
う
ら

雷ら
い

將
し
ょ
う

○
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
︑
高
揚
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒
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山や
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俊
し
ゅ
ん
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い

︻
保
健
衛
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○
佐
賀
市
医
師
会
等
の
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地
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住
民
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健
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え
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甫ぽ

古こ

賀が
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か

文ふ
み

佐 賀 市 表 彰佐 賀 市 表 彰平成29年度 佐 賀 市 表 彰
10月２日㈪に平成29年度佐賀市表彰式を行い、市政功労表彰23人、善行表彰１人、

特別賞１団体を表彰しました。受賞者の皆さん、おめでとうございます。
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g
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.jp

○
佐
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保
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生
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上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
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に
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ま
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ち

齊さ
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び
交
通
安
全
思
想
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高
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さ
れ
ま
し
た
︒

市
政
功
労
表
彰

※受賞者数は欠席者を含みます。

善

行

表

彰



食の健康教室伝達会 親子料理教室

男性料理教室

減塩目標の比較

減塩する効果は？

佐賀市食生活改善推進協議会

　現在、生活習慣病の増加が大きな社会問題
となっており、普段の食生活や運動習慣などが
深く関わっています。食生活改善推進協議会
は、「私たちの健康は私たちの手で」をスロー
ガンに、地域で「食を通じた健康づくり」のお手
伝いをしています。

食生活改善推進協議会とは？

 ・高血圧

 ・腎臓疾患…

 

 ・不整脈や

　心疾患

 ・脳卒中

塩分の過剰摂取が続くと、ナト
リウムを排出しようと腎臓が頑
張り続け、大きな負担がかかる
ため、悪くなっていく。

塩分の摂り過ぎが関係する病気減塩を心がけることが大切！

　佐賀市が開催する「ヘルスメイト養成講座」
を受講し、修了証を受けとる必要があります。
ヘルスメイト養成講座の受講生は毎年８月頃、
市報等で募集します。
　一緒に楽しく活動しませんか？

　日本は、世界的にみて食塩摂取量が多く、
調味料をはじめとする加工食品から多くの塩分を摂取しています。

食生活改善推進員（ヘルスメイト）
になるには？

　各地域でバランスのとれた献立の紹介や、
適塩でおいしい調理方法等を実習する「食の
健康教室伝達会」を開催しています。また、家
庭で作ったみそ汁の塩分濃度を測定し、日頃
の味付けを見直す機会となっています。
　今年は、「糖尿病を予防しよう！」をテーマと
し、仲間との触れ合いを通じて、より良い食習
慣づくりを進めています。

主な活動内容

本庁　健康づくり課　健康推進係　（佐賀市食生活改善推進協議会）
☎40・7283　FAX40・7380　　kenko@city.saga.lg.jp

問い合わせ

　男性を対象にした料理教室で調味料の計
量から調理・片付けまで料理の基本を学ぶ
事ができます。
　また、男性のヘルスメイトも各地域で活躍
しています。

・麦ごはん
・高野豆腐入りつくねバーグ
・のっぺい汁　・炒り卵のごま和え
・ほうじ茶寒天 ▲伝達会の様子 ▲伝達会（親子料理）

　親子で一緒に料理をする機会を提供し、料
理をする楽しさを体験してもらいながら、「食
育」の大切さを伝えています。

毎月１７日は減塩の日　（日本高血圧学会）

素材の持ち味で
薄味の調理

伝達会（一般）

の献立と写真

薄味の調理
味で

日本人（成人）の
平均食塩摂取量　 （女）

一般成人
食事摂取基準

WHO（世界保健機構）の
一般成人の減塩目標

高血圧患者の目標

（男）

（女）

（男） １０.８ｇ/ 日

9.2ｇ/ 日

8.0ｇ/ 日未満

7.0ｇ/ 日未満

6.0ｇ/ 日未満

5.0ｇ/ 日未満

　人間の舌は１１週間でその
味に慣れると言われていま
す。まずは１１週間、薄味に挑
戦してみましょう。

2017 日本高血圧学会
減塩啓発キャラクター「良塩くん」

美味しく
減塩する
コツ

①新鮮な食材を用いる

コショウ･七味･

ショウガ･柑橘類の
酸味を上手に使う

②香辛料・香味野菜・
　果物の酸味を利用する

目に見えない食塩が
隠れている 

全部残せば
２～３ｇ減塩
できる

⑧麺類の汁は残す

汁の量が自然に減り
減塩できる
また、汁物は
１日１杯まで

④汁ものは具だくさんに

かける前に、
まず味付けを
確かめる

⑦むやみに調味料を
　使わない

酢･ケチャップ･
マヨネーズ･
ドレッシングを
上手に使う

③低塩の調味料を使う

漬物は控えて浅漬けや
酢の物にする

⑥漬物は控える

⑤外食や加工食品を
　控える

　高血圧の予防や治療
に有効であるだけでな
く、心血管疾患の予防・
治療にも効果が期待でき
ます。

食塩が

よ しお

かん きつ るい

」

する

14市報さが 平成29年11月１日号15 市報さが 平成29年11月１日号


